
問

　大
衡
小
学
校
体
育
館
の
改
修

事
業
の
内
容
は
。

答

　床
・
ト
イ
レ
の
改
修
、
内
装

の
模
様
替
え
に
係
る
調
査
設
計
費

で
あ
る
。

問

　保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
と
は
。

答

　認
可
外
保
育
所
の
認
可
に
向

け
た
調
整
に
対
す
る
補
助
金
。

問

　企
業
内
保
育
施
設
設
置
促
進

事
業
補
助
金
と
は
。

答

　村
内
の
事
業
所
が
企
業
内
保

育
施
設
を
設
置
す
る
と
１
５
０
万

円
、
村
外
だ
と
１
０
０
万
円
の
補

助
で
あ
る
。

◇町の人口・世帯・空き家の状況◇

大衡小学校
実施計画に
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空き家対策

　空き家等対策の推進に関する法律に基づき、「越前
町地域ぐるみによる空き家対策の推進に関する条例」
を制定（平成28年１月）
・空き家利活用検討委員会による基本方針の検討
・特定空家の解体代執行～国県補助
・移住・居住体験施設～モハージュ、ラフーラ
（移住者：６組８名）

所　　　感

　条例を制定しての空き家、移住者対策に地域総ぐる
みで安心・安全な地域社会に取り組んでいる。

移住・定住促進の空き家対策

人　　口
世 帯 数
高齢化率
空き家数

平成７年 平成17年 平成27年

25,158人
6,379世帯

20％

23,995人
6,670世帯

26％

21,538人
6,560世帯

30％
739戸

福井県越前町

運営主体：湖東圏域公共交通活性化協議会
構成市町：彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
圏域人口：15万６千人

愛のりタクシー

彦根市と周辺各町を結ぶ15路線　
年間利用者数　3万2千人
料金２段階（450円、900円）予約者のみ乗車可
利用者運賃以外は運行市町が負担（年間約5千万円）

所　　　感

　圏域住民の日常生活の足として役立っている。
運行回数が増えると市町の財政負担が増加するので、
乗合率の向上が課題。

予約型乗合タクシー

滋賀県彦根市

福井県越前町

滋賀県彦根市

Reportレポート研修研修
調査年月日：平成29年７月４～６日

総務住民
常任委員会
総務住民
常任委員会
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平成29年度

補正予算

大型機械で省力化

捕獲されたイノシシ

主

　な

　質

　疑

答答

答

問問

問

・イノシシ被害対策補助金
……………………………………44万円

・AED設置事業費（１階ロビー・大衡城）
……………………………………69万円

・大衡小学校体育館改修実施設計
…………………………………741万円

・ゲートボール場改修
……………………………………84万円

・企業内保育施設設置促進事業補助金
…………………………………100万円

・農業経営体育成補助金
…………………………………300万円

追加の主なもの追加の主なもの

移住・二地域居住体験施設（モハージュ）

大衡小学校
実施計画に

※住宅の10％が空き家
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産業教育
常任委員会
産業教育
常任委員会

調査年月日：平成29年７月11～13日

企業の概要

1943年　４月２日設立
　精密機械の製造販売をしている。創業当時は航空機
の製作（零戦）に携わった技術力の高さを生かし、薬
（錠剤・カプセル等）の梱包材や、気体、液体の制御
装置を製作している。

所　　　感
　広域的に工場を建てることで、事業の安定化を図りたいとのこと。
　更に長期的には宮城工場での生産力アップを進めて、工場拡大も考えているとの説明を受けた。
　雇用、その他の面でも期待したい。

村内誘致企業状況について

６次産業化への取り組み

社会教育について

CKD株式会社本社・春日井工場CKD株式会社本社・春日井工場

多気町勢和図書館

まごの店

　2002年10月26日に地元相可高校食物調理科生徒が運
営する調理実習施設。地産地消をねらいとしたレスト
ランである。オープンキッチンの中で調理することで、
食の安全、安心を考えている。
　高校生には接客、販売、経理も自分たちで行う。更
に調理師免許も取得し、就職率が99.7％と高い。

多気町勢和図書館

　図書館でのイベントの開催、親子のふれあい、日本
一の読書量の中で読解力が育まれ、子供達の学力向上
にもつながる。
　小学校５校、中学校２校にそれぞれ図書館司書を配
置している。その給与は町からすべて支出している。

三重県多気町三重県多気町

委員会視察委員会視察
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広がる子育て支援

改修が待たれる小学校体育館

6月定例会体育館改修
741万円 一般会計総額

42億1,932万円

　
６
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
議
案
が
、
農
業
委
員
の
選
任
同
意
12
件
、
専
決
処
分
の
承
認
７
件
、
条
例
の
改
正
が
７
件
、
平
成
29
年
度
各
種
会

計
補
正
２
件
、議
員
提
出
の
委
員
会
条
例
改
正
１
件
、意
見
書
の
提
出
１
件
、そ
の
ほ
か
繰
越
計
算
書
が
４
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
10
ペ
ー
ジ
か
ら
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

741万円
体育館改修

（7,932万円の増額補正）

一般会計総額
42億1,932万円
（7,932万円の増額補正）



　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
村
長
か
ら
農
業
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
が
求
め
ら
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
全
員
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎誘致に至るまでの流れ
●平成25年3月 跡地等利活用検討委員会を設置
●平成26年3月 加美町立上多田川小学校閉校
●平成29年1月 小学校の改修工事完成
●平成29年4月 国立音楽院宮城キャンパスとして開校

◎調査を終えての所感・意見
廃校となった小学校の校舎を再活用し、食堂のスペースをオープンカフェのようなコミュニ

ティスペースにして、地元の方々との交流を図れる場にした。
地元産品を使った給食の導入も検討しており、地域と一体化した学校であると感じた。
また、町では学生を対象に商品券の支給、家賃の助成、卒業後のサポートといった支援策を

講じており、定住対策の視点からも参考になった。

◎災害時におけるＬＰガスの供給等に関する協定（３月13日）
●締結先：宮城県ＬＰガス協会、くろしおＬＰガス協議会
◎高齢者等地域見守りへの取り組みに関する協定（４月７日）
●締結先：ＪＡあさひな
◎包括連携協定（４月20日）
●締結先：日本郵便株式会社吉岡郵便局、同新仙台郵便局

総務住民
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調査年月日：平成29年５月15日

旧小学校校舎の再活用について
（国立音楽院宮城キャンパス：加美町）
くにたち

Reportレポート

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査
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委員会

報　告

同意第２号

同意第３号

同意第４号

同意第５号

同意第６号

同意第７号

同意第８号

同意第９号

同意第10号

同意第11号

同意第12号

同意第13号

3月14日（火）

4月20日（木）

5月29日（月）

6月27日（火）

委員会の互選に関することについて

議員定数・報酬に関することについて

常任委員会の所管・意見について

議員定数について

議員報酬について

議員定数について

議員報酬について

広報広聴常任委員会への付託案件について

八鍬　 　光

遠藤　政彦

遠藤あけみ

浅野　一郎

伊藤　正夫

鈴木　俊一

竹下　隆悦

小川　 　豪

千葉　悦子

只野　 　一

関内　秀樹

細川美奈子

衡　上

衡　中

衡　下

大瓜上

大瓜下

駒　場

大　森

奥　田

蕨　崎

松　原

衡　東

衡　上

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
中
間
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
中
間
報
告

議　案 氏　名 行 政 区 結　果

12

12

11

12

12

12

12

12

12

11

11

10

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

2

賛 成 数 反 対 数

○特別委員会の開催状況
　平成27年６月の第１回委員会開催以降、平成29年６月までに20回開催
○特別委員会の開催状況

　法規定以外の執行部付属機関への委員就任の制限
○特別委員会の決定事項○特別委員会の決定事項

　議員定数・報酬について
○現在調査・審議中の案件○現在調査・審議中の案件

施設の概要

平成29年４月創立
学科数：９学科
　　　（ヴァイオリン製作、ピアノ調律ほか）
定　員：全学科合わせて60人
高卒大卒の他に社会人でも入学できる。農業委員の任命同意について農業委員の任命同意について

総務住民

　歳
出
予
算
の
経
費
の
う

ち
、
年
度
内
に
支
出
が
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る

も
の
は
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
が
で
き
ま
す
。

こ
の
経
費
を
繰
越
明
許
費

と
呼
び
ま
す
。

　繰
り
越
し
を
行
う
場
合
、

首
長
は
翌
年
度
の
５
月
30

日
ま
で
繰
越
計
算
書
を
作

成
し
、
議
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎調査を終えての所感・意見
●９年間を通して児童生徒の成長を多くの教員の目で把握し、各学年の特質や一人ひとりの個
性、関心などに沿った効果的な教育ができ、連続性、持続性のある学習維持、生徒指導、進
路指導等ができる。
●大人数の学校生活により、児童生徒の豊かな人間関係や社会性の維持が期待できる。
●小、中学校教員の日常的な交流と連携により、互いの実践的指導力の向上ができる。
　また、小学校での教科担任制等、学力向上に直結する指導体系が可能になる。

第173号（平成29年７月27日） おおひら議会だより （４）

平成28年度

予算繰越

事　業　額会　計　別 翌年度繰越額

7億7,610万円

9,595万円

162万円

4,685万円

3億5,121万円

5,144万円

162万円

3,088万円

一般会計ほか
４億３,５１５万円を繰越

平成28年度

専決処分

補　正　額会　計　別 予　算　額

国民健康保険

介 護 保 険

一　般　会　計

特
別
会
計

△1,982万円

△416万円

△382万円

44億3,329万円

6億195万円

5億3,731万円

一般会計ほか
３会計の補正

●

予
算
の
繰
越
と
は

大瓜南側線（七峰荘付近）

意見書の提出
「日本政府に核兵器禁止条約
　　　のため行動を求める意見書」

提出先：内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣

6月定例会

一 般 会 計

下 水 道 会 計

介 護 保 険

宅 地 造 成
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常任委員会常任委員会産業教育産業教育
調査年月日：平成29年５月17日

小中一貫教育の現状について
（色麻町立小中一貫校　色麻学園）

施設の概要

平成26年４月開校
総事業費22億600万円
・小中学校共同スペースの設置
　　職員室や多目的ルーム、図書館
・ゆとりある学習環境の整備
木材をふんだんに取り入れた校舎
内や教室へのエアコン設置

ＣＫＤ株式会社

本　　社：愛知県小牧市
資 本 金：110億1,600万円
売 上 高：881億1,700万円
従業員数：3,594名
国内工場：愛知県３工場、三重県１工場

今後の大衡村への立地計画

立地場所：第二仙台北部中核工業団地内
敷地面積：36.351㎡
投 資 額：約65億円
従業員数：約100名（５年後まで）
竣工時期：平成31年２月予定

◎おおひら万葉こども園・万葉にこにこ園入園状況について（平成29年4月1日現在）
●おおひら万葉こども園入園児童数
　定員225名に対し243名（５歳児以外は定員を上回っている）
　※定員の２割増しまで受入可能であり、待機児童は無し
●万葉にこにこ園入園児童数
　定員12名　入園児童12名

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査

◎村内誘致企業状況について



聴かせてください
みなさんの声を

　
全
国
で
は
55
市
町
村
、
県
内

で
は
七
ヶ
宿
町
だ
け
が
全
額
免

除
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　
本
村
の
小
中
学
校
で
は
現
在

一
部
減
免
し
て
い
る
が
、
子
育

て
支
援
や
少
子
化
対
策
の
た
め

に
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
へ
給

食
費
全
額
免
除
を
し
て
は
ど
う

か
。　平

成
28
年
度
で
は
７
１
７
万

減
免
し
て
い
る
が
、
全
額
免
除

と
な
る
と
２
３
７
５
万
円
に
な

り
、
１
７
０
０
万
円
の
持
ち
出

し
が
増
え
る
こ
と
で
、
全
額
免

除
も
検
討
し
た
が
、
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　庁
内
の
子
育
て
支
援
検
討
委

員
会
で
も
話
題
と
な
っ
た
が
、

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
実
施
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

　
今
年
か
ら
入
学
祝
金
等
新
規

事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
公

平
性
・
平
等
性
の
観
点
か
ら
い

え
ば
、
一
時
金
よ
り
も
子
育
て

期
間
に
平
等
に
行
き
渡
る
全
額

免
除
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。　全

額
免
除
も
視
野
に
入
れ
た

子
育
て
支
援
を
前
向
き
に
検
討

し
て
来
た
が
、
時
期
尚
早
と
の

意
見
も
あ
り
、
今
回
は
取
り
入

れ
な
か
っ
た
。
要
望
が
あ
れ
ば

財
政
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。
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小川　宗寿 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

教
育
長

 

村

　長

 

議

　員

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

小学校給食風景

給食費全額免除にしては
事業を精査しながら検討する
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７月31日（月）

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月４日（金）

８月７日（月）

８月８日（火）

衡 　 上

大 　 森

松 　 原

衡 　 中

衡 中 北

大 瓜 下

ときわ台

【１班】行政区・担当議員 【２班】行政区・担当議員 

小川　宗寿

佐藤　　貢

早坂　豊弘

細川　幸郎

遠藤　昌一

佐々木金彌

細川　運一

駒 　 場

大 瓜 上

奥 　 田

衡 　 東

衡 　 下

衡 中 東

蕨 　 崎

髙橋　浩之

石川　　敏

佐々木春樹

文屋　裕男

山路　澄雄

小川ひろみ

※開催時間：午後７時00分～８時30分（各地区集会所）
　どなたでも、どの会場にでも自由に参加できます。

◇懇談会の日程◇
月　日

　議会を村民の皆様により身近な、開かれた存在とするため、議員が直接出向き、議会活動
状況を報告し、村民の方々の議会に対する要望を聞く機会として「住民と議会との懇談会」
を開催します。
　今年度は、「議員定数・議員報酬」を主なテーマとして、今後の大衡村議会の基本的問題に
ついてご意見をお聞きしたいと考えています。
　なお、村政全般の質問・ご要望もお受けします。

住民と議会との懇談会

「議員定数・議員報酬に
ついての意見交換会」

聴かせてください
みなさんの声を

構成メンバーが
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

山
路

　
澄
雄

副
委
員
長　

石
川

　
　
敏

委

　
員　

佐
藤

　
　
貢

　
佐
々
木
春
樹

　
小
川

　
宗
寿

　
遠
藤

　
昌
一

委
員
長　

佐
々
木
春
樹

副
委
員
長　

細
川

　
幸
郎

委

　
員　

早
坂

　
豊
弘

　
小
川

　
宗
寿

　
山
路

　
澄
雄

　
小
川
ひ
ろ
み

所
管
課　

・
総

　
務

　
課

　
・
企
画
財
政
課

　
・
住
民
生
活
課

　
・
税

　
務

　
課

　
・
健
康
福
祉
課

　
・
会

　
計

　
室

広
報
広
聴

常
任
委
員
会

◎
委
員
長　

　
小
川

　
宗
寿

広
聴
分
科
会

　
副
委
員
長
兼
分
科
会
長

　
　
髙
橋

　
浩
之

　
副
分
科
会
長

　
　
佐
々
木
金
彌

　
委

　
員　

　
佐
々
木
春
樹

　
　
文
屋

　
裕
男

　
　
遠
藤

　
昌
一

広
報
分
科
会

　
分
科
会
長

　
　
小
川
ひ
ろ
み

　
副
分
科
会
長

　
　
佐
藤

　
　
貢

　
委

　
員

　

　
　
石
川

　
　
敏

　
　
早
坂

　
豊
弘

　
　
細
川

　
幸
郎

　
　
山
路

　
澄
雄

　

議
会
運
営
委
員
会

議

　
員

　

　
石
川

　
　
敏

宮
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域

連
合
組
合
議
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　

早
坂

　
豊
弘

副
委
員
長　

文
屋

　
裕
男

委

　
員

　

　
細
川

　
幸
郎

　
髙
橋

　
浩
之

　
佐
々
木
金
彌

　
小
川
ひ
ろ
み

所
管
課　

・
産
業
振
興
課

　
・
都
市
建
設
課

　
・
農
業
委
員
会

　
・
教
育
委
員
会

構成メンバーが構成メンバーが
変わりました

各委員会の常任委員会
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調査年月日：平成29年６月14日

常任委員会Reportレポート

岩手県金ケ崎町議会との懇談会
（金ケ崎町役場）

◎懇談会の内容
●印刷業者へ直接原稿や校正内容を持ち込み打ち合わせをしている
●町民議会や中学校議会を取り入れている
●議会中継を設備改修も前提で検討中である
●町政調査会で制約がない状況で審議されている
●地区懇談会を２班編成で実施（平成27年出席者111名）
●議会広報（一般質問自己評価）でレーダーチャートにて評価している
●議員（若手後継者）の成り手がいない

◎調査を終えての所感・感想
平成15年岩手県町村議会広報コンクール入選を初め全国コンクール最優秀賞とこれまで数多
くの実績がある。
編集から発行まで最短一ヶ月と短く、議長もレイアウトに手をかけ、編集にあたっている。
スケジュール短縮にもさまざまな工夫がされており、本村でも導入を検討していきたい。

広報広聴広報広聴

議会の概要

昭和30年：町村合併による新町誕生時議員定数42名
昭和31年：一般選挙から大選挙区制議員定数26名
昭和42年：議員定数22名に条例制定
平成15年：議員定数20名に条例制定
平成19年：議員定数18名に条例制定
平成24年：議員定数16名に条例制定
段階的に議員定数を削減し報酬については現状維持

議員の発議によって
議会委員会条例が改正され、
常任委員会の名称、所管課、
構成が変更になりました。

平成29年６月～平成31年４月



　「万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
」
の
社
員
採
用
の
状
況
と
社

長
以
下
の
幹
部
役
職
者
の
就
任

に
つ
い
て
現
況
報
告
を
求
め
る
。

　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の

従
業
員
数
は
役
員
を
除
い
て
72

名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
衡
村

在
住
者
は
48
名
で
あ
る
。
求
人

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行

い
、
応
募
者
を
面
接
の
う
え
採

用
し
て
い
る
。

　取
締
役
、
監
査
役
等
の
役
員

の
方
々
は
商
工
関
係
者
や
営
業

や
事
業
者
と
し
て
の
経
験
も
無

く
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　代

表
取
締
役
（
社
長
）
に
は

前
副
村
長
が
就
い
て
い
る
が
、

元
役
場
職
員
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
事
件
」
の
責
任
を
と
っ
て
辞

任
し
た
方
が
、
い
ま
だ
に
そ
の

職
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
改
革

の
た
め
前
副
村
長
を
社
長
と
し

て
い
る
現
在
の
あ
り
方
を
変
え

て
、
新
し
い
人
材
の
起
用
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　副
村
長
イ
コ
ー
ル
「
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
社
長
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
前
副
村
長

が
社
長
に
就
い
て
い
る
こ
と
に

違
和
感
は
持
っ
て
い
な
い
。

　大
郷
町
の
第
３
セ
ク
タ
ー

「
大
郷
町
地
域
振
興
公
社
」
を

運
営
す
る
に
あ
た
り
、
町
は
行

政
区
長
、
農
業
委
員
で
構
成
す

る
運
営
協
議
会
を
設
置
、
事
業

内
容
を
報
告
、
説
明
し
透
明
化

を
図
っ
て
い
る
。

　ま
た
議
会
特
別
委
員
会
を
年

に
複
数
回
開
き
、
振
興
公
社
の

社
長
、
関
係
職
員
を
出
席
さ
せ
、

公
社
の
決
算
や
運
営
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
い
る
。

　大
郷
町
で
は
改
革
の
努
力
を

続
け
て
い
る
が
、
村
長
の
考
え

を
聞
く
。

　第
３
セ
ク
タ
ー
の
改
革
は

日
々
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
現
社

長
に
手
腕
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

　平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
現
在
ま
で
改
革
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
人
事
の
あ
り
方
が
問

題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
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一般
質問 7名の議員が登壇

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表 議会を
傍聴してみませんか

次の定例会は

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を行お
うとしているのか、是非議場で傍
聴してみませんか。

９月５日（火）９月５日（火）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

　一般質問とは

　定例会ごとに、村長や教育長などの執行機関に
対し、事務の執行状況や将来の方針などについて、
所信や疑問を質すこと、あるいは報告や説明を求
めることを言います。

佐々木春樹
◦塩浪地区の文化遺産にスポットを
石川　　敏
◦公園の維持管理と利用者負担の在り方について問う
佐藤　　貢
◦村長の施政方針について問う
小川ひろみ
◦待機児童対策の取り組みは
◦健康増進施設を整備する考えは
山路　澄雄
◦村出資の「万葉まちづくりセンター」の現状を問う
佐々木金彌
◦イノシシ被害予防の対策を
小川　宗寿
◦学校給食費の全額免除を

一般質問 村政を問う

おおひら議会だより （14）

山路　澄雄 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

一般質問村政を問う
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「万葉まちづくりセンター」の
　　　　　　　　　改革を求める
日々改革をすすめていく

万葉・おおひら館

　
大
衡
村
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
状
況
と
対
策
を
問
う
。

　平
成
23
年
に
被
害
が
報
告
さ

れ
て
か
ら
拡
大
し
て
お
り
、
平

成
28
年
は
24
頭
が
捕
獲
さ
れ
て

い
る
。

　村
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に

よ
る
箱
わ
な
や
、
く
く
り
わ
な

を
設
置
し
、
駆
除
を
実
施
し
て

き
た
。

　ま
た
、
電
気
柵
の
購
入
経
費

の
助
成
制
度
も
あ
る
。

　
県
な
ど
広
域
で
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　イ
ノ
シ
シ
は
繁
殖
力
が
強
く

個
体
数
は
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、
21
市
町
村
が
重
点
区
域
と

さ
れ
て
い
る
が
、
県
が
効
率
的

な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
他
町
で
実
施
し
て
い
る
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
防
護
柵
の
助
成

は
実
施
で
き
な
い
か
。

　今
年
の
２
月
に
西
部
３
地
区

か
ら
防
護
柵
の
設
置
の
要
望
が

あ
り
、
県
に
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
で
の
設
置
費
の

補
助
申
請
中
で
、
防
護
柵
と
杭

が
全
額
助
成
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。　た

だ
年
間
に
５
㎞
分
の
助
成

で
あ
り
、
ど
の
地
区
か
ら
実
施

す
る
か
は
未
定
で
あ
る
。

　
熊
な
ど
の
被
害
や
対
策
は
ど

う
考
え
る
か
。

　熊
の
出
没
は
毎
年
報
告
さ
れ

て
お
り
、
す
ぐ
に
無
線
放
送
で

注
意
を
喚
起
し
人
的
被
害
が
生

じ
る
場
合
は
緊
急
捕
獲
を
行
い

未
然
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　重
機
等
で
の
農
地
の
復
旧
は

農
業
環
境
整
備
支
援
事
業
で
助

成
す
る
。

　獣
害
グ
レ
ー
チ
ン
グ
や
レ
ー

ザ
ー
光
線
銃
で
撃
退
す
る
新
技

術
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　補
助
内
容
等
も
今
後
Ｐ
Ｒ
し

て
知
ら
せ
て
い
く
。
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全員協議会
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佐々木金彌 議員

ワイヤーメッシュ防護柵等で対処

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 
村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

イノシシ被害の予防対策は

Q：一人暮らしの方を最後まで看取れるような施設も必要と思うが。
A：そのような施設にしたい。
Q：災害時の福祉避難所の設置の考えは。
A：施設のフロア半分を障害者の避難場所と考えているが、迅速に
対応できるスタッフの確保が課題である。

　社会法人「みんなの輪」の理事長（吉武洋子氏）から大衡村に新しく開設される障害者福祉
施設の概要、運営方針について説明がありました。

Ｈ29.2 Ｈ29.3 Ｈ29.4 Ｈ29.5 Ｈ29.6 Ｈ30.1 Ｈ30.2 Ｈ30.3項　目

補助金内示

土地使用貸借契約

補助金交付申請・交付決定

入札

工事請負契約

建築確認申請

建築工事

利用者説明会（継続的開催）

事業所指定申請・指定決定

開所・供用開始

◇多機能型通所施設整備◇

障害者福祉施設の
　　　　　整備について
障害者福祉施設の
　　　　　整備について

　平成６年３月議会において、村有地と民有地の土地交換の議決がなされていましたが、その後、
村で土地の分筆も交換も行われないままでした。
　交換した面積については当時の議決時の面積であり、等価による交換で、下記のとおり。　

大瓜中山地区に係る土地交換について

平成29年４月６日

平成29年６月７日

質 疑

ワイヤーメッシュ防護柵設置状況

①村から相手方へ（合計２筆）
　大瓜字中山45-162、同中山45-164　合計51,107㎡

②相手方から村へ（合計１筆）
　大瓜字中山45-77　20,443㎡



　昨
年
12
月
、
本
村
で
は
初
め

て
の
岩
手
県
金
ケ
崎
町
と
の
友

好
交
流
都
市
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。　金

ケ
崎
町
と
は
共
通
し
た
も

の
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
友
好
関
係
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
内
容
と
今
後
の
交
流
見
通

し
に
つ
い
て
問
う
。

　両
町
村
の
新
年
会
に
お
い
て

の
交
流
、
金
ケ
崎
桜
祭
り
や
、

ア
ス
パ
ラ
収
穫
祭
に
出
席
し
て

い
る
。

　今
後
は
、
区
長
会
の
研
修
、

８
月
開
催
の
金
ケ
崎
町
夏
祭
り

へ
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
や

商
工
会
な
ど
の
関
係
者
も
視
察

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

　村
で
は
割
増
し
商
品
券
発
行

事
業
と
し
て
、
８
月
か
ら
販
売

予
定
さ
れ
て
る
が
、
そ
れ
も
含

め
さ
ら
に
商
工
会
と
の
連
携
を

図
り
村
内
で
の
消
費
拡
大
に
つ

な
が
る
施
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　現
在
村
内
に
は
商
店
街
が
形

成
さ
れ
て
い
る
地
区
は
な
く
、

個
人
商
店
な
ど
小
規
模
事
業
者

が
点
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

集
客
効
果
の
向
上
は
見
込
め
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　な
お
、
割
増
し
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
や

自
然
公
園
等
へ
毎
年
大
勢
の
観

光
客
が
来
場
し
て
い
る
が
、
管

理
、
安
全
面
で
の
体
制
は
十
分

か
。　施

設
の
安
全
対
策
強
化
の
た

め
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
保
全
改
修
を
行

っ
て
い
る
。

　ま
た
、
遊
具
等
の
施
設
点
検

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る

定
期
点
検
を
行
う
な
ど
事
故
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　大
衡
村
が
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
商
工
業
や
農
業
の
活
性
化

も
大
事
だ
と
思
う
が
村
長
の
考

え
は
。

　農
業
が
疲
弊
す
れ
ば
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
商
工
業
の
発
展
も

な
い
。

　活
性
化
の
基
本
は
農
業
の
健

全
化
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　村
で
管
理
し
て
い
る
公
園
は

ほ
と
ん
ど
無
料
で
利
用
で
き
る

こ
と
も
あ
り
、
万
葉
ク
リ
エ
ー

ト
パ
ー
ク
や
牛
野
ダ
ム
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
に
は
年
間
通
し
て
村

外
か
ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
て
い

る
。　各

公
園
の
維
持
管
理
に
は
多

額
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が

利
用
者
か
ら
の
使
用
料
収
入
は

い
く
ら
か
。

　平
成
28
年
度
実
績
で
は
達
居

森
と
牛
野
ダ
ム
周
辺
公
園
が
３

３
０
万
円
、
万
葉
ク
リ
エ
イ
ト

パ
ー
ク
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

含
み
６
２
５
０
万
円
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。

　利
用
者
の
使
用
料
は
、
牛
野

ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場
は
炊
事
場
の

水
道
料
金
が
９
万
８
千
円
、
万

葉
ク
リ
エ
イ
ト
パ
ー
ク
は
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
入
場
料
は
指

定
管
理
者
の
㈱
万
葉
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
収
入
に
な
る
た

め
村
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　公
園
の
利
用
者
負
担
は
ご
く

少
額
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
村

費
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ

と
適
切
な
利
用
者
負
担
の
あ
り

方
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　各
公
園
の
維
持
管
理
に
は
毎

年
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て
お

り
、
年
次
的
に
施
設
の
老
朽
化

対
策
も
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

今
後
費
用
は
か
さ
ん
で
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

　施
設
を
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
一
部
利
用
者
負
担
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　牛
野
ダ
ム
公
園
は
地
元
の
衛

生
組
合
に
清
掃
業
務
を
委
託
し

て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
協
力
金
や
、
万
葉
ク
リ
エ
イ

ト
パ
ー
ク
は
駐
車
料
金
な
ど
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　牛
野
ダ
ム
公
園
や
万
葉
ク
リ

エ
イ
ト
パ
ー
ク
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
作
業
委
託
し
て
い
る

方
々
と
協
議
の
う
え
今
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
万
葉
ク

リ
エ
イ
ト
パ
ー
ク
に
は
毎
年
大

勢
の
方
々
が
訪
れ
て
い
る
が
、

村
へ
の
経
済
効
果
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
交
流
館
や

万
葉
お
お
ひ
ら
館
で
は
公
園
の

利
用
者
増
に
比
例
し
て
地
場
産

品
等
の
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い

る
。
農
産
物
は
村
内
の
生
産
出

荷
者
の
販
売
収
入
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

おおひら議会だより （12）

佐藤　　貢 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

アスパラ収穫祭（岩手県金ケ崎町）

村の活性化につながる施策を
農業・商工業が基本

（11） おおひら議会だより

石川　　敏 議員

利用者負担も検討していく

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 
村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

賑わう牛野ダムキャンプ場

公園の管理と経費負担のあり方は

　平
林
地
区
と
中
心
市
街
地
の

市
街
化
区
域
の
編
入
が
見
送
ら

れ
た
が
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　平
林
地
区
は
未
利
用
地
が
残

っ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
区
域

は
事
業
化
の
め
ど
が
立
た
ず
、

集
団
的
優
良
農
地
の
関
係
機
関

と
の
調
整
等
の
問
題
か
ら
、
今

回
の
市
街
化
編
入
は
見
送
ら
れ

た
。

　し
か
し
、
住
民
の
生
活
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
本
村
の
魅

力
を
高
め
る
上
で
、
当
該
地
は

国
道
４
号
及
び
県
道
大
衡
落
合

線
、
大
衡
仙
台
線
が
接
続
す
る

交
通
利
便
性
の
高
い
立
地
条
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
続
き
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
既
存
の
市
街
化
区
域

と
地
区
計
画
区
域
内
の
未
利
用

地
も
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら

土
地
利
用
が
促
進
さ
れ
る
政
策

を
講
じ
て
い
く
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
再
利
用
に
対

し
て
様
々
な
要
望
提
案
が
あ
っ

た
が
進
展
は
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
再
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に
副

村
長
や
教
育
長
、
関
係
す
る
６

名
の
課
長
で
構
成
す
る
庁
内
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
現
地
視

察
を
行
い
、
委
員
会
を
開
催
し

た
。　旧

幼
稚
園
舎
再
利
用
の
委
員

会
の
審
議
内
容
は
。

　様
々
な
要
望
を
含
め
、
検
討

を
し
た
が
、
結
論
は
出
て
い
な

い
。　こ

れ
か
ら
何
度
と
な
く
内
部

委
員
会
を
開
き
、
骨
子
が
で
き

た
場
合
に
、
住
民
を
含
め
た
委

員
会
で
審
議
し
て
い
く
方
向
で

考
え
て
い
る
。

　平
林
地
区
に
は
、
大
衡
城
、

大
衡
八
幡
神
社
等
文
化
遺
産
が

あ
る
。
一
体
的
に
総
合
公
園
と

し
て
整
備
し
て
は
。

　総
合
公
園
化
に
つ
い
て
は
、

八
幡
神
社
を
含
め
た
土
地
を
公

園
に
で
き
た
場
合
は
、
展
望
の

よ
い
す
ば
ら
し
い
公
園
に
な
る

と
思
う
が
、
当
該
地
は
民
有
地

の
た
め
所
有
者
の
方
々
の
ご
協

力
や
、
財
源
確
保
等
、
多
く
の

課
題
が
想
定
さ
れ
実
現
は
難
し

い
と
、
現
時
点
で
は
思
っ
て
い

る
。　公

園
整
備
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
所
有

者
や
近
隣
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

検
討
を
求
め
る
。

　将
来
的
に
は
そ
の
よ
う
な
構

想
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

関
係
し
て
い
る
方
々
の
意
向
な

ど
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　社
会
全
体
の
「
子
育
て
力
」

が
低
下
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
子
育
て
中
の
女
性
を
支
え

る
保
育
施
設
は
絶
対
に
必
要
で

あ
る
。
現
在
、
大
衡
万
葉
こ
ど

も
園
、
に
こ
に
こ
保
育
園
は
定

員
を
超
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

と
き
わ
台
南
の
分
譲
も
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
推
移
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

　と
き
わ
台
南
の
分
譲
開
始
に

伴
い
、
子
育
て
世
代
の
転
入
が

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か

を
、
よ
く
見
極
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

　村
民
の
一
人
一
人
が
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
、
積
極
的
な
疾
病

予
防
、
健
康
増
進
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
支
援
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。

　健
康
増
進
施
設
を
整
備
す
る

考
え
は
。

　住
民
の
健
康
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
各
種
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
と
し
て
も
、
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

の
事
業
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

将
来
的
に
施
設
の
誘
致
等
も
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　国
・
県
の
企
業
内
保
育
施
設

へ
の
補
助
制
度
の
趣
旨
で
、
村

内
児
童
が
入
所
で
き
る
地
域
枠

定
員
を
設
定
し
た
。
新
た
な
企

業
内
保
育
施
設
に
対
す
る
助
成

制
度
を
設
け
る
考
え
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
東
日
本
大
和
工
場
内
に

40
人
規
模
の
企
業
内
保
育
所
が

10
月
に
開
設
さ
れ
る
予
定
。
地

域
枠
内
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う

よ
う
補
助
を
し
て
い
く
。

　待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
の
課
題
と
方
策
は
あ
る
か
。

　保
育
士
の
待
遇
改
善
、
確
保

が
必
要
で
あ
る
。

　認
可
外
保
育
所
が
認
可
保
育

移
行
を
目
指
す
事
業
所
に
対
し

て
の
助
成
。

おおひら議会だより （10）

佐々木春樹 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

文化遺産が集中する大衡城周辺元気な子ども達（万葉にこにこ保育園）

塩浪地区の文化遺産にスポットを
現時点では難しいが研究したいと思う

（13） おおひら議会だより

小川ひろみ 議員

企業内保育施設で受け入れする

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 
議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

待機児童対策の取り組みは

健
康
増
進
施
設
を

　
　
　
　
　整備
す
る
考
え
は

将
来
的
に
施
設
の
誘
致
で
考
え
る



　昨
年
12
月
、
本
村
で
は
初
め

て
の
岩
手
県
金
ケ
崎
町
と
の
友

好
交
流
都
市
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。　金

ケ
崎
町
と
は
共
通
し
た
も

の
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
友
好
関
係
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
内
容
と
今
後
の
交
流
見
通

し
に
つ
い
て
問
う
。

　両
町
村
の
新
年
会
に
お
い
て

の
交
流
、
金
ケ
崎
桜
祭
り
や
、

ア
ス
パ
ラ
収
穫
祭
に
出
席
し
て

い
る
。

　今
後
は
、
区
長
会
の
研
修
、

８
月
開
催
の
金
ケ
崎
町
夏
祭
り

へ
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
や

商
工
会
な
ど
の
関
係
者
も
視
察

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
相
互
交
流
を
図
っ
て
い
く
。

　村
で
は
割
増
し
商
品
券
発
行

事
業
と
し
て
、
８
月
か
ら
販
売

予
定
さ
れ
て
る
が
、
そ
れ
も
含

め
さ
ら
に
商
工
会
と
の
連
携
を

図
り
村
内
で
の
消
費
拡
大
に
つ

な
が
る
施
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

　現
在
村
内
に
は
商
店
街
が
形

成
さ
れ
て
い
る
地
区
は
な
く
、

個
人
商
店
な
ど
小
規
模
事
業
者

が
点
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

集
客
効
果
の
向
上
は
見
込
め
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　な
お
、
割
増
し
商
品
券
発
行

事
業
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
や

自
然
公
園
等
へ
毎
年
大
勢
の
観

光
客
が
来
場
し
て
い
る
が
、
管

理
、
安
全
面
で
の
体
制
は
十
分

か
。　施

設
の
安
全
対
策
強
化
の
た

め
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
保
全
改
修
を
行

っ
て
い
る
。

　ま
た
、
遊
具
等
の
施
設
点
検

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る

定
期
点
検
を
行
う
な
ど
事
故
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　大
衡
村
が
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
商
工
業
や
農
業
の
活
性
化

も
大
事
だ
と
思
う
が
村
長
の
考

え
は
。

　農
業
が
疲
弊
す
れ
ば
、
そ
れ

を
取
り
巻
く
商
工
業
の
発
展
も

な
い
。

　活
性
化
の
基
本
は
農
業
の
健

全
化
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　村
で
管
理
し
て
い
る
公
園
は

ほ
と
ん
ど
無
料
で
利
用
で
き
る

こ
と
も
あ
り
、
万
葉
ク
リ
エ
ー

ト
パ
ー
ク
や
牛
野
ダ
ム
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
に
は
年
間
通
し
て
村

外
か
ら
大
勢
の
方
が
訪
れ
て
い

る
。　各

公
園
の
維
持
管
理
に
は
多

額
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
が

利
用
者
か
ら
の
使
用
料
収
入
は

い
く
ら
か
。

　平
成
28
年
度
実
績
で
は
達
居

森
と
牛
野
ダ
ム
周
辺
公
園
が
３

３
０
万
円
、
万
葉
ク
リ
エ
イ
ト

パ
ー
ク
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

含
み
６
２
５
０
万
円
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
。

　利
用
者
の
使
用
料
は
、
牛
野

ダ
ム
キ
ャ
ン
プ
場
は
炊
事
場
の

水
道
料
金
が
９
万
８
千
円
、
万

葉
ク
リ
エ
イ
ト
パ
ー
ク
は
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
入
場
料
は
指

定
管
理
者
の
㈱
万
葉
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
収
入
に
な
る
た

め
村
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

　公
園
の
利
用
者
負
担
は
ご
く

少
額
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
村

費
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ

と
適
切
な
利
用
者
負
担
の
あ
り

方
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　各
公
園
の
維
持
管
理
に
は
毎

年
多
額
の
経
費
が
か
か
っ
て
お

り
、
年
次
的
に
施
設
の
老
朽
化

対
策
も
進
め
る
必
要
が
あ
り
、

今
後
費
用
は
か
さ
ん
で
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

　施
設
を
管
理
し
て
い
く
た
め

に
は
一
部
利
用
者
負
担
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　牛
野
ダ
ム
公
園
は
地
元
の
衛

生
組
合
に
清
掃
業
務
を
委
託
し

て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
利

用
協
力
金
や
、
万
葉
ク
リ
エ
イ

ト
パ
ー
ク
は
駐
車
料
金
な
ど
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　牛
野
ダ
ム
公
園
や
万
葉
ク
リ

エ
イ
ト
パ
ー
ク
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
作
業
委
託
し
て
い
る

方
々
と
協
議
の
う
え
今
後
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
方
策
を
検
討

し
て
い
く
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
万
葉
ク

リ
エ
イ
ト
パ
ー
ク
に
は
毎
年
大

勢
の
方
々
が
訪
れ
て
い
る
が
、

村
へ
の
経
済
効
果
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
交
流
館
や

万
葉
お
お
ひ
ら
館
で
は
公
園
の

利
用
者
増
に
比
例
し
て
地
場
産

品
等
の
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い

る
。
農
産
物
は
村
内
の
生
産
出

荷
者
の
販
売
収
入
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

おおひら議会だより （12）

佐藤　　貢 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

アスパラ収穫祭（岩手県金ケ崎町）

村の活性化につながる施策を
農業・商工業が基本

（11） おおひら議会だより

石川　　敏 議員

利用者負担も検討していく

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 
村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

賑わう牛野ダムキャンプ場

公園の管理と経費負担のあり方は

　平
林
地
区
と
中
心
市
街
地
の

市
街
化
区
域
の
編
入
が
見
送
ら

れ
た
が
、
村
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　平
林
地
区
は
未
利
用
地
が
残

っ
て
お
り
、
中
心
市
街
地
区
域

は
事
業
化
の
め
ど
が
立
た
ず
、

集
団
的
優
良
農
地
の
関
係
機
関

と
の
調
整
等
の
問
題
か
ら
、
今

回
の
市
街
化
編
入
は
見
送
ら
れ

た
。

　し
か
し
、
住
民
の
生
活
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
本
村
の
魅

力
を
高
め
る
上
で
、
当
該
地
は

国
道
４
号
及
び
県
道
大
衡
落
合

線
、
大
衡
仙
台
線
が
接
続
す
る

交
通
利
便
性
の
高
い
立
地
条
件

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
続
き
検

討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
既
存
の
市
街
化
区
域

と
地
区
計
画
区
域
内
の
未
利
用

地
も
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら

土
地
利
用
が
促
進
さ
れ
る
政
策

を
講
じ
て
い
く
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
再
利
用
に
対

し
て
様
々
な
要
望
提
案
が
あ
っ

た
が
進
展
は
。

　旧
幼
稚
園
舎
の
再
利
用
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
４
月
に
副

村
長
や
教
育
長
、
関
係
す
る
６

名
の
課
長
で
構
成
す
る
庁
内
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
現
地
視

察
を
行
い
、
委
員
会
を
開
催
し

た
。　旧

幼
稚
園
舎
再
利
用
の
委
員

会
の
審
議
内
容
は
。

　様
々
な
要
望
を
含
め
、
検
討

を
し
た
が
、
結
論
は
出
て
い
な

い
。　こ

れ
か
ら
何
度
と
な
く
内
部

委
員
会
を
開
き
、
骨
子
が
で
き

た
場
合
に
、
住
民
を
含
め
た
委

員
会
で
審
議
し
て
い
く
方
向
で

考
え
て
い
る
。

　平
林
地
区
に
は
、
大
衡
城
、

大
衡
八
幡
神
社
等
文
化
遺
産
が

あ
る
。
一
体
的
に
総
合
公
園
と

し
て
整
備
し
て
は
。

　総
合
公
園
化
に
つ
い
て
は
、

八
幡
神
社
を
含
め
た
土
地
を
公

園
に
で
き
た
場
合
は
、
展
望
の

よ
い
す
ば
ら
し
い
公
園
に
な
る

と
思
う
が
、
当
該
地
は
民
有
地

の
た
め
所
有
者
の
方
々
の
ご
協

力
や
、
財
源
確
保
等
、
多
く
の

課
題
が
想
定
さ
れ
実
現
は
難
し

い
と
、
現
時
点
で
は
思
っ
て
い

る
。　公

園
整
備
は
多
く
の
課
題
が

あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
所
有

者
や
近
隣
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

検
討
を
求
め
る
。

　将
来
的
に
は
そ
の
よ
う
な
構

想
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

関
係
し
て
い
る
方
々
の
意
向
な

ど
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　社
会
全
体
の
「
子
育
て
力
」

が
低
下
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
子
育
て
中
の
女
性
を
支
え

る
保
育
施
設
は
絶
対
に
必
要
で

あ
る
。
現
在
、
大
衡
万
葉
こ
ど

も
園
、
に
こ
に
こ
保
育
園
は
定

員
を
超
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

と
き
わ
台
南
の
分
譲
も
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
推
移
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

　と
き
わ
台
南
の
分
譲
開
始
に

伴
い
、
子
育
て
世
代
の
転
入
が

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か

を
、
よ
く
見
極
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

　村
民
の
一
人
一
人
が
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
を
持
っ
て
、
積
極
的
な
疾
病

予
防
、
健
康
増
進
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
支
援
は
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
。

　健
康
増
進
施
設
を
整
備
す
る

考
え
は
。

　住
民
の
健
康
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
各
種
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
と
し
て
も
、
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

の
事
業
整
備
は
困
難
で
あ
る
。

将
来
的
に
施
設
の
誘
致
等
も
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　国
・
県
の
企
業
内
保
育
施
設

へ
の
補
助
制
度
の
趣
旨
で
、
村

内
児
童
が
入
所
で
き
る
地
域
枠

定
員
を
設
定
し
た
。
新
た
な
企

業
内
保
育
施
設
に
対
す
る
助
成

制
度
を
設
け
る
考
え
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
東
日
本
大
和
工
場
内
に

40
人
規
模
の
企
業
内
保
育
所
が

10
月
に
開
設
さ
れ
る
予
定
。
地

域
枠
内
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う

よ
う
補
助
を
し
て
い
く
。

　待
機
児
童
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
の
課
題
と
方
策
は
あ
る
か
。

　保
育
士
の
待
遇
改
善
、
確
保

が
必
要
で
あ
る
。

　認
可
外
保
育
所
が
認
可
保
育

移
行
を
目
指
す
事
業
所
に
対
し

て
の
助
成
。

おおひら議会だより （10）

佐々木春樹 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

文化遺産が集中する大衡城周辺元気な子ども達（万葉にこにこ保育園）

塩浪地区の文化遺産にスポットを
現時点では難しいが研究したいと思う

（13） おおひら議会だより

小川ひろみ 議員

企業内保育施設で受け入れする

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 
議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

待機児童対策の取り組みは

健
康
増
進
施
設
を

　
　
　
　
　整備
す
る
考
え
は

将
来
的
に
施
設
の
誘
致
で
考
え
る



　「万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
」
の
社
員
採
用
の
状
況
と
社

長
以
下
の
幹
部
役
職
者
の
就
任

に
つ
い
て
現
況
報
告
を
求
め
る
。

　平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の

従
業
員
数
は
役
員
を
除
い
て
72

名
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
衡
村

在
住
者
は
48
名
で
あ
る
。
求
人

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
行

い
、
応
募
者
を
面
接
の
う
え
採

用
し
て
い
る
。

　取
締
役
、
監
査
役
等
の
役
員

の
方
々
は
商
工
関
係
者
や
営
業

や
事
業
者
と
し
て
の
経
験
も
無

く
、
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。　代

表
取
締
役
（
社
長
）
に
は

前
副
村
長
が
就
い
て
い
る
が
、

元
役
場
職
員
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
事
件
」
の
責
任
を
と
っ
て
辞

任
し
た
方
が
、
い
ま
だ
に
そ
の

職
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
改
革

の
た
め
前
副
村
長
を
社
長
と
し

て
い
る
現
在
の
あ
り
方
を
変
え

て
、
新
し
い
人
材
の
起
用
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　副
村
長
イ
コ
ー
ル
「
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
の
社
長
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
前
副
村
長

が
社
長
に
就
い
て
い
る
こ
と
に

違
和
感
は
持
っ
て
い
な
い
。

　大
郷
町
の
第
３
セ
ク
タ
ー

「
大
郷
町
地
域
振
興
公
社
」
を

運
営
す
る
に
あ
た
り
、
町
は
行

政
区
長
、
農
業
委
員
で
構
成
す

る
運
営
協
議
会
を
設
置
、
事
業

内
容
を
報
告
、
説
明
し
透
明
化

を
図
っ
て
い
る
。

　ま
た
議
会
特
別
委
員
会
を
年

に
複
数
回
開
き
、
振
興
公
社
の

社
長
、
関
係
職
員
を
出
席
さ
せ
、

公
社
の
決
算
や
運
営
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
て
い
る
。

　大
郷
町
で
は
改
革
の
努
力
を

続
け
て
い
る
が
、
村
長
の
考
え

を
聞
く
。

　第
３
セ
ク
タ
ー
の
改
革
は

日
々
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
現
社

長
に
手
腕
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

　平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
て
か

ら
現
在
ま
で
改
革
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
人
事
の
あ
り
方
が
問

題
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

第173号（平成29年７月27日）（９） おおひら議会だより

一般
質問 7名の議員が登壇

※会議録は議会事務局・ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表 議会を
傍聴してみませんか

次の定例会は

 皆さんが選んだ議員がどのよう
な質問・発言をしているのか、村
の執行部がどのような施策を行お
うとしているのか、是非議場で傍
聴してみませんか。

９月５日（火）９月５日（火）
からの予定です

議会を
傍聴してみませんか
議会を

傍聴してみませんか

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

　一般質問とは

　定例会ごとに、村長や教育長などの執行機関に
対し、事務の執行状況や将来の方針などについて、
所信や疑問を質すこと、あるいは報告や説明を求
めることを言います。

佐々木春樹
◦塩浪地区の文化遺産にスポットを
石川　　敏
◦公園の維持管理と利用者負担の在り方について問う
佐藤　　貢
◦村長の施政方針について問う
小川ひろみ
◦待機児童対策の取り組みは
◦健康増進施設を整備する考えは
山路　澄雄
◦村出資の「万葉まちづくりセンター」の現状を問う
佐々木金彌
◦イノシシ被害予防の対策を
小川　宗寿
◦学校給食費の全額免除を

一般質問 村政を問う

おおひら議会だより （14）

山路　澄雄 議員

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

 

村

　長

 

議

　員

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

「万葉まちづくりセンター」の
　　　　　　　　　改革を求める
日々改革をすすめていく

万葉・おおひら館

　
大
衡
村
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
状
況
と
対
策
を
問
う
。

　平
成
23
年
に
被
害
が
報
告
さ

れ
て
か
ら
拡
大
し
て
お
り
、
平

成
28
年
は
24
頭
が
捕
獲
さ
れ
て

い
る
。

　村
で
は
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に

よ
る
箱
わ
な
や
、
く
く
り
わ
な

を
設
置
し
、
駆
除
を
実
施
し
て

き
た
。

　ま
た
、
電
気
柵
の
購
入
経
費

の
助
成
制
度
も
あ
る
。

　
県
な
ど
広
域
で
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　イ
ノ
シ
シ
は
繁
殖
力
が
強
く

個
体
数
は
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、
21
市
町
村
が
重
点
区
域
と

さ
れ
て
い
る
が
、
県
が
効
率
的

な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

　
他
町
で
実
施
し
て
い
る
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
防
護
柵
の
助
成

は
実
施
で
き
な
い
か
。

　今
年
の
２
月
に
西
部
３
地
区

か
ら
防
護
柵
の
設
置
の
要
望
が

あ
り
、
県
に
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
で
の
設
置
費
の

補
助
申
請
中
で
、
防
護
柵
と
杭

が
全
額
助
成
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。　た

だ
年
間
に
５
㎞
分
の
助
成

で
あ
り
、
ど
の
地
区
か
ら
実
施

す
る
か
は
未
定
で
あ
る
。

　
熊
な
ど
の
被
害
や
対
策
は
ど

う
考
え
る
か
。

　熊
の
出
没
は
毎
年
報
告
さ
れ

て
お
り
、
す
ぐ
に
無
線
放
送
で

注
意
を
喚
起
し
人
的
被
害
が
生

じ
る
場
合
は
緊
急
捕
獲
を
行
い

未
然
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　重
機
等
で
の
農
地
の
復
旧
は

農
業
環
境
整
備
支
援
事
業
で
助

成
す
る
。

　獣
害
グ
レ
ー
チ
ン
グ
や
レ
ー

ザ
ー
光
線
銃
で
撃
退
す
る
新
技

術
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　補
助
内
容
等
も
今
後
Ｐ
Ｒ
し

て
知
ら
せ
て
い
く
。
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全員協議会

（15） おおひら議会だより

佐々木金彌 議員

ワイヤーメッシュ防護柵等で対処

 

議

　員

 

議

　員

 

議

　員

 
村

　長

 

村

　長

 

議

　員

 

村

　長

 

村

　長

一般質問 村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

イノシシ被害の予防対策は

Q：一人暮らしの方を最後まで看取れるような施設も必要と思うが。
A：そのような施設にしたい。
Q：災害時の福祉避難所の設置の考えは。
A：施設のフロア半分を障害者の避難場所と考えているが、迅速に
対応できるスタッフの確保が課題である。

　社会法人「みんなの輪」の理事長（吉武洋子氏）から大衡村に新しく開設される障害者福祉
施設の概要、運営方針について説明がありました。

Ｈ29.2 Ｈ29.3 Ｈ29.4 Ｈ29.5 Ｈ29.6 Ｈ30.1 Ｈ30.2 Ｈ30.3項　目

補助金内示

土地使用貸借契約

補助金交付申請・交付決定

入札

工事請負契約

建築確認申請

建築工事

利用者説明会（継続的開催）

事業所指定申請・指定決定

開所・供用開始

◇多機能型通所施設整備◇

障害者福祉施設の
　　　　　整備について
障害者福祉施設の
　　　　　整備について

　平成６年３月議会において、村有地と民有地の土地交換の議決がなされていましたが、その後、
村で土地の分筆も交換も行われないままでした。
　交換した面積については当時の議決時の面積であり、等価による交換で、下記のとおり。　

大瓜中山地区に係る土地交換について

平成29年４月６日

平成29年６月７日

質 疑

ワイヤーメッシュ防護柵設置状況

①村から相手方へ（合計２筆）
　大瓜字中山45-162、同中山45-164　合計51,107㎡

②相手方から村へ（合計１筆）
　大瓜字中山45-77　20,443㎡



聴かせてください
みなさんの声を

　
全
国
で
は
55
市
町
村
、
県
内

で
は
七
ヶ
宿
町
だ
け
が
全
額
免

除
を
実
施
し
て
い
る
。

　

　
本
村
の
小
中
学
校
で
は
現
在

一
部
減
免
し
て
い
る
が
、
子
育

て
支
援
や
少
子
化
対
策
の
た
め

に
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
へ
給

食
費
全
額
免
除
を
し
て
は
ど
う

か
。　平

成
28
年
度
で
は
７
１
７
万

減
免
し
て
い
る
が
、
全
額
免
除

と
な
る
と
２
３
７
５
万
円
に
な

り
、
１
７
０
０
万
円
の
持
ち
出

し
が
増
え
る
こ
と
で
、
全
額
免

除
も
検
討
し
た
が
、
実
現
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　庁
内
の
子
育
て
支
援
検
討
委

員
会
で
も
話
題
と
な
っ
た
が
、

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
修
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
な
ど

の
課
題
も
あ
り
、
実
施
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

　
今
年
か
ら
入
学
祝
金
等
新
規

事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
公

平
性
・
平
等
性
の
観
点
か
ら
い

え
ば
、
一
時
金
よ
り
も
子
育
て

期
間
に
平
等
に
行
き
渡
る
全
額

免
除
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。　全

額
免
除
も
視
野
に
入
れ
た

子
育
て
支
援
を
前
向
き
に
検
討

し
て
来
た
が
、
時
期
尚
早
と
の

意
見
も
あ
り
、
今
回
は
取
り
入

れ
な
か
っ
た
。
要
望
が
あ
れ
ば

財
政
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。
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小川　宗寿 議員

 

議

　員

 

村

　長

 

教
育
長

 

村

　長

 

議

　員

一般質問村政を問う

第173号（平成29年７月27日）

小学校給食風景

給食費全額免除にしては
事業を精査しながら検討する
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７月31日（月）

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月４日（金）

８月７日（月）

８月８日（火）

衡 　 上

大 　 森

松 　 原

衡 　 中

衡 中 北

大 瓜 下

ときわ台

【１班】行政区・担当議員 【２班】行政区・担当議員 

小川　宗寿

佐藤　　貢

早坂　豊弘

細川　幸郎

遠藤　昌一

佐々木金彌

細川　運一

駒 　 場

大 瓜 上

奥 　 田

衡 　 東

衡 　 下

衡 中 東

蕨 　 崎

髙橋　浩之

石川　　敏

佐々木春樹

文屋　裕男

山路　澄雄

小川ひろみ

※開催時間：午後７時00分～８時30分（各地区集会所）
　どなたでも、どの会場にでも自由に参加できます。

◇懇談会の日程◇
月　日

　議会を村民の皆様により身近な、開かれた存在とするため、議員が直接出向き、議会活動
状況を報告し、村民の方々の議会に対する要望を聞く機会として「住民と議会との懇談会」
を開催します。
　今年度は、「議員定数・議員報酬」を主なテーマとして、今後の大衡村議会の基本的問題に
ついてご意見をお聞きしたいと考えています。
　なお、村政全般の質問・ご要望もお受けします。

住民と議会との懇談会

「議員定数・議員報酬に
ついての意見交換会」

聴かせてください
みなさんの声を

構成メンバーが
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

山
路

　
澄
雄

副
委
員
長　

石
川

　
　
敏

委

　
員　

佐
藤

　
　
貢

　
佐
々
木
春
樹

　
小
川

　
宗
寿

　
遠
藤

　
昌
一

委
員
長　

佐
々
木
春
樹

副
委
員
長　

細
川

　
幸
郎

委

　
員　

早
坂

　
豊
弘

　
小
川

　
宗
寿

　
山
路

　
澄
雄

　
小
川
ひ
ろ
み

所
管
課　

・
総

　
務

　
課

　
・
企
画
財
政
課

　
・
住
民
生
活
課

　
・
税

　
務

　
課

　
・
健
康
福
祉
課

　
・
会

　
計

　
室

広
報
広
聴

常
任
委
員
会

◎
委
員
長　

　
小
川

　
宗
寿

広
聴
分
科
会

　
副
委
員
長
兼
分
科
会
長

　
　
髙
橋

　
浩
之

　
副
分
科
会
長

　
　
佐
々
木
金
彌

　
委

　
員　

　
佐
々
木
春
樹

　
　
文
屋

　
裕
男

　
　
遠
藤

　
昌
一

広
報
分
科
会

　
分
科
会
長

　
　
小
川
ひ
ろ
み

　
副
分
科
会
長

　
　
佐
藤

　
　
貢

　
委

　
員

　

　
　
石
川

　
　
敏

　
　
早
坂

　
豊
弘

　
　
細
川

　
幸
郎

　
　
山
路

　
澄
雄

　

議
会
運
営
委
員
会

議

　
員

　

　
石
川

　
　
敏

宮
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域

連
合
組
合
議
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　

早
坂

　
豊
弘

副
委
員
長　

文
屋

　
裕
男

委

　
員

　

　
細
川

　
幸
郎

　
髙
橋

　
浩
之

　
佐
々
木
金
彌

　
小
川
ひ
ろ
み

所
管
課　

・
産
業
振
興
課

　
・
都
市
建
設
課

　
・
農
業
委
員
会

　
・
教
育
委
員
会

構成メンバーが構成メンバーが
変わりました

各委員会の常任委員会
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調査年月日：平成29年６月14日

常任委員会Reportレポート

岩手県金ケ崎町議会との懇談会
（金ケ崎町役場）

◎懇談会の内容
●印刷業者へ直接原稿や校正内容を持ち込み打ち合わせをしている
●町民議会や中学校議会を取り入れている
●議会中継を設備改修も前提で検討中である
●町政調査会で制約がない状況で審議されている
●地区懇談会を２班編成で実施（平成27年出席者111名）
●議会広報（一般質問自己評価）でレーダーチャートにて評価している
●議員（若手後継者）の成り手がいない

◎調査を終えての所感・感想
平成15年岩手県町村議会広報コンクール入選を初め全国コンクール最優秀賞とこれまで数多
くの実績がある。
編集から発行まで最短一ヶ月と短く、議長もレイアウトに手をかけ、編集にあたっている。
スケジュール短縮にもさまざまな工夫がされており、本村でも導入を検討していきたい。

広報広聴広報広聴

議会の概要

昭和30年：町村合併による新町誕生時議員定数42名
昭和31年：一般選挙から大選挙区制議員定数26名
昭和42年：議員定数22名に条例制定
平成15年：議員定数20名に条例制定
平成19年：議員定数18名に条例制定
平成24年：議員定数16名に条例制定
段階的に議員定数を削減し報酬については現状維持

議員の発議によって
議会委員会条例が改正され、
常任委員会の名称、所管課、
構成が変更になりました。

平成29年６月～平成31年４月



　
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
村
長
か
ら
農
業
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
が
求
め
ら
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
全
員
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎誘致に至るまでの流れ
●平成25年3月 跡地等利活用検討委員会を設置
●平成26年3月 加美町立上多田川小学校閉校
●平成29年1月 小学校の改修工事完成
●平成29年4月 国立音楽院宮城キャンパスとして開校

◎調査を終えての所感・意見
廃校となった小学校の校舎を再活用し、食堂のスペースをオープンカフェのようなコミュニ

ティスペースにして、地元の方々との交流を図れる場にした。
地元産品を使った給食の導入も検討しており、地域と一体化した学校であると感じた。
また、町では学生を対象に商品券の支給、家賃の助成、卒業後のサポートといった支援策を

講じており、定住対策の視点からも参考になった。

◎災害時におけるＬＰガスの供給等に関する協定（３月13日）
●締結先：宮城県ＬＰガス協会、くろしおＬＰガス協議会
◎高齢者等地域見守りへの取り組みに関する協定（４月７日）
●締結先：ＪＡあさひな
◎包括連携協定（４月20日）
●締結先：日本郵便株式会社吉岡郵便局、同新仙台郵便局

総務住民

第173号（平成29年７月27日） おおひら議会だより （18）

調査年月日：平成29年５月15日

旧小学校校舎の再活用について
（国立音楽院宮城キャンパス：加美町）
くにたち

Reportレポート

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査
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委員会

報　告

同意第２号

同意第３号

同意第４号

同意第５号

同意第６号

同意第７号

同意第８号

同意第９号

同意第10号

同意第11号

同意第12号

同意第13号

3月14日（火）

4月20日（木）

5月29日（月）

6月27日（火）

委員会の互選に関することについて

議員定数・報酬に関することについて

常任委員会の所管・意見について

議員定数について

議員報酬について

議員定数について

議員報酬について

広報広聴常任委員会への付託案件について

八鍬　 　光

遠藤　政彦

遠藤あけみ

浅野　一郎

伊藤　正夫

鈴木　俊一

竹下　隆悦

小川　 　豪

千葉　悦子

只野　 　一

関内　秀樹

細川美奈子

衡　上

衡　中

衡　下

大瓜上

大瓜下

駒　場

大　森

奥　田

蕨　崎

松　原

衡　東

衡　上

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

同意

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
中
間
報
告

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
中
間
報
告

議　案 氏　名 行 政 区 結　果

12

12

11

12

12

12

12

12

12

11

11

10

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

2

賛 成 数 反 対 数

○特別委員会の開催状況
　平成27年６月の第１回委員会開催以降、平成29年６月までに20回開催
○特別委員会の開催状況

　法規定以外の執行部付属機関への委員就任の制限
○特別委員会の決定事項○特別委員会の決定事項

　議員定数・報酬について
○現在調査・審議中の案件○現在調査・審議中の案件

施設の概要

平成29年４月創立
学科数：９学科
　　　（ヴァイオリン製作、ピアノ調律ほか）
定　員：全学科合わせて60人
高卒大卒の他に社会人でも入学できる。農業委員の任命同意について農業委員の任命同意について

総務住民

　歳
出
予
算
の
経
費
の
う

ち
、
年
度
内
に
支
出
が
終

わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る

も
の
は
、
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
が
で
き
ま
す
。

こ
の
経
費
を
繰
越
明
許
費

と
呼
び
ま
す
。

　繰
り
越
し
を
行
う
場
合
、

首
長
は
翌
年
度
の
５
月
30

日
ま
で
繰
越
計
算
書
を
作

成
し
、
議
会
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎調査を終えての所感・意見
●９年間を通して児童生徒の成長を多くの教員の目で把握し、各学年の特質や一人ひとりの個
性、関心などに沿った効果的な教育ができ、連続性、持続性のある学習維持、生徒指導、進
路指導等ができる。
●大人数の学校生活により、児童生徒の豊かな人間関係や社会性の維持が期待できる。
●小、中学校教員の日常的な交流と連携により、互いの実践的指導力の向上ができる。
　また、小学校での教科担任制等、学力向上に直結する指導体系が可能になる。
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平成28年度

予算繰越

事　業　額会　計　別 翌年度繰越額

7億7,610万円

9,595万円

162万円

4,685万円

3億5,121万円

5,144万円

162万円

3,088万円

一般会計ほか
４億３,５１５万円を繰越

平成28年度

専決処分

補　正　額会　計　別 予　算　額

国民健康保険

介 護 保 険

一　般　会　計

特
別
会
計

△1,982万円

△416万円

△382万円

44億3,329万円

6億195万円

5億3,731万円

一般会計ほか
３会計の補正

●

予
算
の
繰
越
と
は

大瓜南側線（七峰荘付近）

意見書の提出
「日本政府に核兵器禁止条約
　　　のため行動を求める意見書」

提出先：内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣

6月定例会

一 般 会 計

下 水 道 会 計

介 護 保 険

宅 地 造 成

第173号（平成29年７月27日）（19） おおひら議会だより

常任委員会常任委員会産業教育産業教育
調査年月日：平成29年５月17日

小中一貫教育の現状について
（色麻町立小中一貫校　色麻学園）

施設の概要

平成26年４月開校
総事業費22億600万円
・小中学校共同スペースの設置
　　職員室や多目的ルーム、図書館
・ゆとりある学習環境の整備
木材をふんだんに取り入れた校舎
内や教室へのエアコン設置

ＣＫＤ株式会社

本　　社：愛知県小牧市
資 本 金：110億1,600万円
売 上 高：881億1,700万円
従業員数：3,594名
国内工場：愛知県３工場、三重県１工場

今後の大衡村への立地計画

立地場所：第二仙台北部中核工業団地内
敷地面積：36.351㎡
投 資 額：約65億円
従業員数：約100名（５年後まで）
竣工時期：平成31年２月予定

◎おおひら万葉こども園・万葉にこにこ園入園状況について（平成29年4月1日現在）
●おおひら万葉こども園入園児童数
　定員225名に対し243名（５歳児以外は定員を上回っている）
　※定員の２割増しまで受入可能であり、待機児童は無し
●万葉にこにこ園入園児童数
　定員12名　入園児童12名

そ
の
他
の

所
管
事
務
調
査

◎村内誘致企業状況について



問

　大
衡
小
学
校
体
育
館
の
改
修

事
業
の
内
容
は
。

答

　床
・
ト
イ
レ
の
改
修
、
内
装

の
模
様
替
え
に
係
る
調
査
設
計
費

で
あ
る
。

問

　保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
と
は
。

答

　認
可
外
保
育
所
の
認
可
に
向

け
た
調
整
に
対
す
る
補
助
金
。

問

　企
業
内
保
育
施
設
設
置
促
進

事
業
補
助
金
と
は
。

答

　村
内
の
事
業
所
が
企
業
内
保

育
施
設
を
設
置
す
る
と
１
５
０
万

円
、
村
外
だ
と
１
０
０
万
円
の
補

助
で
あ
る
。

◇町の人口・世帯・空き家の状況◇

大衡小学校
実施計画に
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空き家対策

　空き家等対策の推進に関する法律に基づき、「越前
町地域ぐるみによる空き家対策の推進に関する条例」
を制定（平成28年１月）
・空き家利活用検討委員会による基本方針の検討
・特定空家の解体代執行～国県補助
・移住・居住体験施設～モハージュ、ラフーラ
（移住者：６組８名）

所　　　感

　条例を制定しての空き家、移住者対策に地域総ぐる
みで安心・安全な地域社会に取り組んでいる。

移住・定住促進の空き家対策

人　　口
世 帯 数
高齢化率
空き家数

平成７年 平成17年 平成27年

25,158人
6,379世帯

20％

23,995人
6,670世帯

26％

21,538人
6,560世帯

30％
739戸

福井県越前町

運営主体：湖東圏域公共交通活性化協議会
構成市町：彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町
圏域人口：15万６千人

愛のりタクシー

彦根市と周辺各町を結ぶ15路線　
年間利用者数　3万2千人
料金２段階（450円、900円）予約者のみ乗車可
利用者運賃以外は運行市町が負担（年間約5千万円）

所　　　感

　圏域住民の日常生活の足として役立っている。
運行回数が増えると市町の財政負担が増加するので、
乗合率の向上が課題。

予約型乗合タクシー

滋賀県彦根市

福井県越前町

滋賀県彦根市

Reportレポート研修研修
調査年月日：平成29年７月４～６日

総務住民
常任委員会
総務住民
常任委員会
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平成29年度

補正予算

大型機械で省力化

捕獲されたイノシシ

主

　な

　質

　疑

答答

答

問問

問

・イノシシ被害対策補助金
……………………………………44万円

・AED設置事業費（１階ロビー・大衡城）
……………………………………69万円

・大衡小学校体育館改修実施設計
…………………………………741万円

・ゲートボール場改修
……………………………………84万円

・企業内保育施設設置促進事業補助金
…………………………………100万円

・農業経営体育成補助金
…………………………………300万円

追加の主なもの追加の主なもの

移住・二地域居住体験施設（モハージュ）

大衡小学校
実施計画に

※住宅の10％が空き家
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産業教育
常任委員会
産業教育
常任委員会

調査年月日：平成29年７月11～13日

企業の概要

1943年　４月２日設立
　精密機械の製造販売をしている。創業当時は航空機
の製作（零戦）に携わった技術力の高さを生かし、薬
（錠剤・カプセル等）の梱包材や、気体、液体の制御
装置を製作している。

所　　　感
　広域的に工場を建てることで、事業の安定化を図りたいとのこと。
　更に長期的には宮城工場での生産力アップを進めて、工場拡大も考えているとの説明を受けた。
　雇用、その他の面でも期待したい。

村内誘致企業状況について

６次産業化への取り組み

社会教育について

CKD株式会社本社・春日井工場CKD株式会社本社・春日井工場

多気町勢和図書館

まごの店

　2002年10月26日に地元相可高校食物調理科生徒が運
営する調理実習施設。地産地消をねらいとしたレスト
ランである。オープンキッチンの中で調理することで、
食の安全、安心を考えている。
　高校生には接客、販売、経理も自分たちで行う。更
に調理師免許も取得し、就職率が99.7％と高い。

多気町勢和図書館

　図書館でのイベントの開催、親子のふれあい、日本
一の読書量の中で読解力が育まれ、子供達の学力向上
にもつながる。
　小学校５校、中学校２校にそれぞれ図書館司書を配
置している。その給与は町からすべて支出している。

三重県多気町三重県多気町

委員会視察委員会視察
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広がる子育て支援

改修が待たれる小学校体育館

6月定例会体育館改修
741万円 一般会計総額

42億1,932万円

　
６
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
長
提
出
議
案
が
、
農
業
委
員
の
選
任
同
意
12
件
、
専
決
処
分
の
承
認
７
件
、
条
例
の
改
正
が
７
件
、
平
成
29
年
度
各
種
会

計
補
正
２
件
、議
員
提
出
の
委
員
会
条
例
改
正
１
件
、意
見
書
の
提
出
１
件
、そ
の
ほ
か
繰
越
計
算
書
が
４
件
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
10
ペ
ー
ジ
か
ら
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

741万円
体育館改修

（7,932万円の増額補正）

一般会計総額
42億1,932万円
（7,932万円の増額補正）



声
み ん な の

大瓜上地区

蜂 谷 　 稔 さん

あ
と

 
 

が
き

　

私
の
議
会
傍
聴
の
キ
ッ
カ
ケ
は

あ
の
「
セ
ク
ハ
ラ
」
事
件
か
ら
。

議
会
は
村
長
の
不
信
任
案
、
そ
し

て
可
決
。
次
に
村
長
は
議
会
の
解

散
。「
Ｗ
選
挙
」
村
で
は
何
が
起

き
て
い
る
の
か
知
り
た
か
っ
た
。

そ
れ
に
は
議
会
の
傍
聴
し
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

２
年
前
の
臨
時
議
会
か
ら
先
月

の
定
例
会
ま
で
、一
般
質
問
を
中
心

に
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
的

な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
以
来
、
議

会
で
の
各
議
員
の
村
長
・
執
行
部

へ
の
質
問
、村
長
の
答
弁
。
何
度
か

興
味
深
く
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
が
、

議
会
は
法
廷
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

質
問
、
答
弁
繰
り
返
し
聞
き
ま

し
た
が
、
今
だ
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
ま

ま
で
す
。

　

何
年
後
か
の
司
法
の
判
断
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
傍
聴
し
た
中
で
各
議
員

の
地
区
住
民
の
依
頼
事
、
村
民
の

生
活
向
上
の
た
め
の
質
問
、
高
齢

者
・
子
供
達
の
支
援
等
、
地
域
に

密
着
し
た
問
題
を
い
ろ
い
ろ
調
査

し
、
一
般
質
問
。
本
当
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　

本
会
議
、
委
員
会
で
の
活
動
、

予
算
議
案
の
決
議
、
村
長
執
行
部

へ
し
っ
か
り
切
り
込
ん
で
約
束
を

取
り
付
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
自
分
の
大
事
な
一

票
を
投
じ
た
議
員
が
ど
ん
な
質
問

を
し
て
い
る
か
、
村
長
は
ど
ん
な

答
弁
を
し
て
い
る
か
。
一
度
見
て

聴
い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
さ
ん
は
傍
聴
人
が
多
い
と
緊

張
し
張
り
切
っ
て
質
問
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う
!!

　

平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大

衡
村
和
太
鼓
教
室
は
今
年
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。
30
名
程
の
メ
ン
バ

ー
が
現
在
の
持
ち
曲
を
さ
ら
に
磨

き
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
３
曲
目
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
毎
週
金
曜

日
の
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
募
集
中
。
興
味
の

あ
る
方
は
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
。
特

に
成
人
男
性
が
手
薄
で
す
。

　

教
室
で
の
形
は
今
年
度
限
り
で
、

次
年
度
か
ら
は
自
主
運
営
に
な
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
和
太
鼓
チ
ー

ム
に
な
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、

各
種
委
員
会
が
再
編
さ
れ
ま

し
た
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ

て
の
初
め
て
の
発
行
で
す
。

研
修
・
研
究
を
重
ね
て
、
広

報
分
科
会
一
丸
と
な
り
住
民

の
皆
様
に
手
に
し
て
も
ら
い
、

見
て
も
ら
え
る
広
報
づ
く
り

に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
川
ひ
ろ
み
）

大
衡
村
議
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会 

委
員
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輝く村びと

議
会
を
傍
聴
し
よ
う
! !

再生紙を使用しています

大
衡
村
和
太
鼓
教
室




